
オオワシ着陸時のドラッグシュート開傘による減速イメージ

車載用ドラッグシュート ドラッグシュート展張イメージ
https://spaceflight.nasa.gov/gallery/images/sh
uttle/sts-92/html/sts092-s-022.html

ドラッグシュート開傘試験による
ブレーキ性能計測

 小型無人超音速実験機「オオワシ」は限られた滑走路内で着陸するために、ドラッグ
シュートにより減速することを検討中です。

 市販の車載用ドラッグシュートを応用する予定ですが、機体構造を設計するためには、
開傘時の衝撃力や開傘後のブレーキ性能を定量的に評価する必要があります。

 そこで高速走行軌道実験により、開傘挙動・開傘時の衝撃力・ブレーキ性能を計測
します。



開傘試験装置の全体概要

試験台車
（1号車）

展張スペース用
台車（2号車）

推進系台車
（3号車）

約1.6m

ドラッグシュート
収納部

１, ２, ３号車連結での走行状態

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
試験の全体は
試験台車（以降1号車）,展張スペース確保用台車（以降2号車）,推進系台車
（以降3号車）を連結させた3両編成で構成されており,
現在白老滑空場にある推進系台車から推力を受け,1号車と2号車が連成し
走行する仕組みになっている
全長は約6mで, 高さはレールから約1.6m,幅は高速軌道のレール幅に合わせている




開傘シーケンス

⑥

約2 m
約1.5 m

展張完了状態

④

傘本体も引き出されつつ
空気を受け展張開始

③

予備パラシュートの抗力で
傘本体を引き出す

傘本体

予備パラシュートが
空気を受けて展張

②

⑤

抗力を十分受け
展張完了

約2 m

予備パラシュート
収納ボックスドアが開放し、
予備パラシュートがバネに
より放出

①

100m地点通過後



ドラッグシュートの概要

https://www.summitracing.com/int/parts/sts-45048030104/overview/

 車載用ドラッグシュートの開傘状態は、左下図のようになる予定です。
 開傘後の安定性を保つため、スピンホールと呼ばれる空気の逃げ道がドラッグシュー
ト内に多数設けられています。

 航空機用によくみられる半球形状のドラッグシュート（右下図）と比べると、車載
用ドラッグシュートは開傘後の形状も異なります。

 上記の違いを踏まえ、オオワシへ搭載予定のドラッグシュートの開傘挙動・開傘時
の衝撃力・開傘後のブレーキ性能を定量的に把握することが、オオワシ機体構造
の設計において重要となります。
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